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地域とのつながりを大切に
南が丘小学校長 吉 岡 栄

先日、今年度第１回目の学校運営協議会が開催されました。ここで、江差町学校運営協議会規則

をもとに学校運営協議会について簡単に紹介させていただきます。

学校運営協議会は、学校運営及び運営への必要な支援に関して協議する機関として、江差

町教育委員会及び校長の権限と責任の下、保護者や地域住民等の学校運営への参画や学校運

営への支援・協力を促進することにより、学校と保護者及び地域住民等との間の信頼関係を

深め、学校運営の改善や児童生徒の健全育成に取り組むものとする。（一部省略）

とあります。学校と地域住民等が力を合わせて学校の運営に取り組むことが可能となる「地域とと

もにある学校」への転換を図るための有効な仕組みです。学校運営協議会制度では、学校運営に地

域の声を積極的に生かし、地域と一体となって特色ある学校づくりを進めていくことができます。

そのパイプ役を担っていただくのが委員の皆様です。

また、学校運営協議会の主な役割の一つとして、「校長が作成する学校運営の基本方針を承認する。」

とあります。会議の中で、保護者参観日の全体懇談会で説明させていただいたグランドデザインを

もとに方針を説明させていただき、承認していただきました。その際、意見として「南が丘小学校

は、以前より地域とのつながりを大切にした教育活動を行ってきています。グランドデザインにも

あるとおり『地域の人、自然、文化から学ぶ』を重視した教育活動を今後も大切にしてほしい。」と

いうご意見をいただきました。まさに、その通りであると感じ、学校が担う一つの仕事として、気

持ちを新たにしたところです。

会議を終えた次の日、朝自習の時間に体育館をのぞいてみると、５・６年生の子どもたちが新１

年生に運動会種目である「鮫踊り」を一生懸命教えている姿がありました。フレンズ班ごとにグル

ープを作り、５，６年生が見本を見せたり、手をとったりして、優しく教えていました。１年生も

練習を重ねるうち、少しずつ上達してきました。この光景を見た瞬間、運営協議会でいただいた「南

が丘小学校は、以前より地域とのつながりを大切にした教育活動を行ってきています。」という言葉

を思い浮かべました。高学年が教えるという方法がいつから始まったかはわかりませんが、南が丘

小学校の取り組みとして、地域の文化を大切にし、代々受け継いでいく姿をしっかり感じとること

ができました。

２２日（月）から南が丘小学校も運動会に向けた特別時間割を組み、本格的に運動会モードに入

りました。運動会成功に向け、子どもたちも職員も準備や練習に精一杯取り組んでいます。

それぞれの得手不得手は当然ありますが、「～のために自分は全力で頑張った」と自己評価できる

ことが、今後の自身の成長につながり、そして自信になっていきます。走ることが得意なお子さん

はもちろんですが、走ることに苦手意識があるにもかかわらず全力を尽くしているお子さんを、ま

た、競技そのものだけでなく係活動など様々な場面でのお子さんの成長や活躍を見つけてあげてく

ださい。

  

【本年度の重点教育目標】

『 考えを整理し、自分の力で実行できる子どもの育成 』
〔笑顔・信頼〕〔学び合い・高め合い〕〔習慣・継続〕
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５月１０日（水）に集団下校訓練を実施しました。様

々な災害を想定し、同じ方向に帰るグループ毎に分かれ

て実践的に訓練を行いました。最初に全校で体育館に集

合し、並び方やメンバーを確認し、担当教諭の誘導のも

と、安全な下校の仕方について確認しました。入学間も

ない一年生の皆さんも少しずつ災害からの身の守り方を

身に付けていってもらいたい

と思います。今回の訓練の経

験をもとに、今後あるかもし

れない万が一に備え、集団下

校体制の点検と整備に努めて

参りたいと思います。

５月１０日（水）、本校の６年生８名が江差小学校に訪

問し、江小６年生２４名と外国語を通して交流を深めて

きました。この取組は江差中学校区トライアングルサポ

ート（トラサポ）の事業の一環で、学校相互の連携と交

流を推進し、子どもの人間関係や経験を広げていくこと

を目的としています。今年度は、様々な教科を通して全

学年で年一回予定されてお

ります。また、幼稚園・保

育園と１年生との交流も予

定されております。幼保小

中の円滑な接続を推進して

参ります。

５月１２日（金）、『春の遠足』を行いました。

１～３年生は、上ノ国のホームセンターまでバスで行

き、下車後に花沢公園までの２.１ｋｍを歩きました。

鬼ごっこをしたり、しっぽ取りゲームなどをして楽し

みました。天気も良くみんなで食べるお弁当も格別でした。

４～６年生は、２ｋｍの道のりを歩いて鷗島まで行きました。到着後も鴎島をぐる

りと周遊し、歴史と文化あふれる名所を見て歩きました。みんなでボール運動などを

して楽しんだ後は、待ちに待っていたお弁当＆おやつタイムです。歩いてきた疲れも

一気に吹き飛んだようです。午後からは島の下に降りて、かに釣りに挑戦。時間を忘

れるほど没頭して楽しむことができました。学校到着までには全歩行距離は１０ｋｍ

超。少々肌寒くはありましたが、有意義な遠足になりました。

～全校による遠足 実施～

４月２８日（金）、児童会主催の「一年生を迎える会」が行われました。少しずつ学校に慣れ

てきた新一年生のみなさんですが、入場する際は温かい拍手で迎えられ、ちょっぴり恥ずかしそ

うに入場しておりました。開催にあたり、児童会会長の さんが心温まる歓迎の言葉を述

べてくれました。そのあと、一年生による自己紹介が行われ、

図工の時間に描いた絵を掲げ、好きなモノやキャラクターなど、

発表してくれました。また、全校ゲーム「学校バスケット」で

は、上級生の優しい眼差しに包まれながら交流を深めることが

できました。鬼さんの「〇〇バスケット」の第一声に笑顔と歓

声が沸き起こり、楽しい会となりました。

一年生を迎える会～お兄さん・お姉さんと交流～



６月行事予定
１４日 （水） ５時間授業 職員会議

１日 （木） ５時間授業 総練習 小小連携事業 ４年体育科交流（江小）

２日 （金） 重点練習 係打合せ 会場設営 １５日 （木） ２・３年生活科・社会科見学 歯科検診

３日 （土） 南小大運動会 １９日 （月） クラブ

５日 （月） 振替休日 ２０日 （火） Ｑ-Ｕ検査（～２３日まで）

６日 （火） 後片付け 係反省 租税教室（５ｈ） ２１日 （水） ６時間授業

７日 （水） ５時間授業 ２２日 （木） 全校朝会

８日 （木） ３年社会科バス見学（江差町内） ２３日 （金） 防犯教室（４～６年）

１２日 （月） 納入日 委員会 ＡＬＴ ２６日 （月） 委員会 ＡＬＴ 教育相談（～ 7/5まで）

１３日 （火） 江特研仲良し集会（江差北中） ２７日 （火） 納入日 フレンズサポート学習（三年生以上）

５月１６日（火）、令和５年度 第１回学校運営協議会を

開催しました。昨年度、３名の運営委員の方々がご退任され、

新たに３名の運営委員の方にご加入していただきました。

今回は、ＣＳの意義や役割・ねらいについて、昨年度の評

価票についてご説明させていただきました。また、吉岡校長

より令和５年度の学校運営方針（グランドデザイン）につい

て説明させてもらい、承認をいただきました。ご意見・ご助

言有難うございました。今後も学校や地域の実情に合った協

議を進め、「地域に開かれた学校づくり」に努めて参ります。

令和５年度 学校運営協議会運営委員（地域関係者）

会 長 大坂 敏文 （前ＰＴＡ役員）

副会長 中島 健さん （ＰＴＡ会長）

運営委員 菊地 勲さん （学校運営に資する方）

運営委員 金子 弥生さん（学識経験者）

運営委員 小野寺 眞さん（自治会関係者）

運営委員 明上 真也さん（前ＰＴＡ役員）

運営委員 野崎 達也さん（ＰＴＡ副会長）

「いじめは、どの学校でも、どの学級にも、どの子にも起こりうる」という基本

認識にたち、本校の児童が楽しく豊かな学校生活を送ることのできる、いじめのな

い学校をつくるために「いじめ防止対策推進法」第１３条等の各法令に基づき、「南

が丘小学校いじめ防止基本方針」を策定しております。紙面の都合上全てを掲載することはできませんが、以

下のことについて共通理解や研修を行っております。

本校では、いじめの早期発見・早期対応に努めていくため、「いじめの把握のためのアンケー

ト」を年２回行い、いじめの正確な認知と対応に努めるともに、児童の人間関係や学校生活の悩

み等の把握に取り組んで参ります。さらに、「いじめの早期発見」のためのチェックリストを作

成し、定期的に全職員で情報共有を実施しております。昨今、パソコンや携帯電話等を使った「ネ

ットいじめ」が増加しており、オンラインゲーム上でのいじめも増えております。大人から見え

にくく、早期発見・早期対応が難しいケースも多くなってきております。そのため、保護者・教

職員が日常の変化に気づいてやること、訴えやすい環境づくりを学校生活・家庭の中で築いてい

くことが重要となってきます。学校でも情報モラル教育の充実に努めて参りますが、ご家庭でも

スマホや端末の使用上のルールを明確にすることや保護者による見守りは必須です。いじめを生

まない環境づくりにご協力下さい。また、「相談カー

ド」【左横】について忘れてしまっている子供もいる

と思いますので、改めて指導していきたいと思います。

〈いじめの定義〉
「児童に対して、当該児童が在籍する学校に在籍している等、当該児童と一定の人間関係にある他の

児童が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われるものを含む）で

あって、当該行為の対象となった児童が心身の苦痛を感じているもの」

〈いじめの内容〉
〇冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる
〇仲間はずれ、集団による無視をされる 〇金品をたかられる
〇軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたりする
〇金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたりする
〇嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりする
〇パソコンや携帯電話で、誹謗中傷や嫌なことをされる等

いじめ防止のための取組
＜児童への指導＞
・児童一人一人が認められ、大切にし合う学級づくり。 ・規範意識の醸成
・「いじめは許されない、見て見ぬふりをしない、見逃さない」意識の醸成
・「いじめ問題の根絶」に関する児童会としての取組。・「情報モラル教育」の充実

＜教職員の意識改革＞
・「いじめは、どの子にも、どの学校にも起こりうる」「いじめ見逃しゼロ」という
意識をもち、児童のささいな変化・兆候であっても、いじめとの関連を常に考慮
して、早い段階から関わりを持ち、いじめを看逃したり軽視したりすることなく、
積極的にいじめを認知する。

・「特別の教科 道徳」の時間の充実を図り、思いやりの心や命を大切にする心の
育成を育む指導の充実に努める。

＜保護者や地域への啓発＞
・学校・家庭・地域の連携 ・相談体制づくり
・携帯電話や通信機器の使用モラル情報提供

今年度の南が丘小学校ＰＴ

Ａの活動がスタートしました。

５月９日（火）にＰＴＡ評議

委員会が開催され、各専門委

員会、学年ＰＴＡ活動の日程調整や活動計画について話

し合われました。

今年度は各学級での学級文庫の借り入れはもちろんの

こと、学年親子レク等についても話し合われました。

これまで、コロナ禍によりＰＴＡ活動も縮小傾向にあり

ましたが、給食試食会や親睦会など少しずつコロナ前の

活動へと取り戻しつつあります。

研修委員会では、檜Ｐ研の開催についてやベルマーク

の収集とまとめ方について話し合われました。また、広

報委員会は、広報「あすなろ」の作成について話し合わ

れました。令和５年度南が丘小学校 PTA の役員の皆さ

んは次の通りです。（敬称は省略させていただきます）


